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パーキンソン病もっと知ろう
第9回 非運動症状と対処法

〈監修〉花島 律子先生（鳥取大学医学部脳神経内科 教授）

・・・・・・・・・パーキンソン病の非運動症状にはどのようなものがありますか？
パーキンソンの症状は、動作が遅くなる、手足や体幹がこわばる、手足がふるえる、倒れやすくなる
などの運動症状が代表的ですが、運動症状以外にもさまざまな症状が現れることがあります。運動症状
以外の症状を非運動症状と呼んでいますが、便秘、トイレが近い（頻尿）、立ちくらみ、多量の汗が出る
（多汗）などの「自律神経症状」、気分の落ち込み（抑うつ）や不安、幻覚・妄想などの「精神症状」が現れる
ことがあります。
このほか、嗅覚障害（においが分かりにくくなる）、不眠などの睡眠障害、腰などの痛みやしびれ、疲
れやすいなどの症状が知られています1,2,3）。
このようにパーキンソン病では、さまざまな症状が出ることがあります。ただ、ここにあげた症状が
パーキンソン病だけで起きているとは限りません。困った症状が出てきたら、まずは主治医にご相談く
ださい4）。

●非運動症状の可能性のある症状

●非運動症状で多くみられる症状

パーキンソン病で多くみられる自律神経症状 パーキンソン病で多くみられる自律神経症状以外の非運動症状

〈総監修〉武田　篤先生（独立行政法人 国立病院機構 仙台西多賀病院 院長）

便秘

・胃腸の動きが低
下し、便秘になり
やすい

排尿障害

・トイレが近い
・夜中に何度も
トイレに行きたく
なる

抑うつ

・なんとなくやる気が
しない
・不安感が強くなる
・関心や意欲の低下

起立性低血圧

・立ち上がったときに
「立ちくらみ」がする
・ひどい場合は一瞬意識
を失い、倒れてしまう

■血圧を一定に保とうとする自律神経の働きが障害されるために起こる

睡眠障害

・夜中に起きてしまう
・昼間にとても眠くなる
・横になると足がムズム
ズする

はいにょうしょうがい すいみんしょうがい

ひん にょう

きゅう  かく



柏原健一（監修） : パーキンソン病のことがよくわかる本. 講談社, 東京, pp92-93, 2015.より作成

●生活改善プラスお薬で快便へ

排便のコントロールは、体調を良好に保つうえで大切です。生活を見直しても便秘が続くときはお薬の助けを借
りることも考えます。

できるだけ運動を

散歩や体操をして腸の動きを
活発にしましょう。体を動かす
ことで、腸の働きに悪い影響
を与える不安やイライラの
解消にもつながります。

薬の助けを借りてもかまわない

下剤にはさまざまな種類があります。生活改善でなかなか
改善しなければ主治医に相談を。

食事内容を見直す

食物繊維の多い食品はもちろん、乳酸菌を含む食品も多く
とりましょう。

水分をたっぷりとる

水分不足は便をかたくして便秘
をひどくするもと。頻尿が気にな
る人も、日中は水分をたっぷりと
りましょう。
冷たい牛乳を飲んだり、朝、起きぬ
けにコップ1～2杯の水を飲んだり
するのもおすすめです。腸が刺激
され動きが活発になるため、便意
が起こりやすくなります。

・・・・・・・・・自律神経症状にはどのように対処しますか？

便秘
（1）食事内容を見直し、海藻、根菜類、バナナなど食物繊維の多い食品やヨーグルトなど乳酸菌を含む

食品を多くとります。また、水分もたっぷりとります。
（2）できるだけ運動を心がけ、腸の動きを活発にします。
（3）食事や運動の工夫であまり改善しない時には、お薬の助けを借ります。便秘のお薬は主治医にご相

談のうえお飲みください。

また、パーキンソン病のお薬の中には、消化管運動を抑えて便秘を起こしやすくするものもありま
す。特にお薬を新しく始めた時や量を増やした時に便秘がひどくなることがあります。このような時
は、早めに主治医にご相談ください5）。

頻尿
（1）水分のとり方を工夫し、朝から夕方までは水分をたっぷりとり、夕食後は水分を控えるようにします。
（2）日中はこまめにトイレに行きます。
（3）ポータブルトイレや紙パッドの使用も考えます。
（4）頻尿を改善するお薬もあるので、主治医とご相談ください5）。

立ちくらみ
（1）急に立ち上がらず、頭を下げた状態でゆっくり姿勢を変えます。
（2）血圧を下げるお薬を飲んでいる場合には、主治医にご相談ください。
（3）運動を心がけ、循環している血液量が落ちないようにします5）。
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●出かける場を作りましょう

パーキンソン病の非運動症状は、運動症状よりも“生活の質”を損なうこともあり、
注意が必要なものです。パーキンソン病の非運動症状を抑える特別な薬物療法
は、まだ充分開発されていませんが、生活の工夫や運動症状の改善により大き
く改善することもありますので、対応を担当の医師に相談してください。

●パーキンソン病で痛みやしびれが起きる理由

しつこい痛みやしびれの背景には、パーキンソン病に
関連する要因が隠れていることがあります。
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・・・・・・・・・自律神経症状以外の症状にはどのように対処しますか？

気分の落ち込み（抑うつ）
パーキンソン病でみられる抑うつは、症状が起こる原因
や現れ方が「うつ病」とは少し違います。「うつ病」では「ゆう
うつ感」が目立つのに対し、パーキンソン病では意欲の低
下、集中力の低下が目立ちます。抑うつがある場合、まず
は運動症状への治療をしっかり行います。運動は、抑うつ
や不安の症状を改善するといわれています。抑うつに対し
て抗うつ薬を使用することもありますが、運動症状の改善
が不十分だと、効果が期待できないことがあります6,7）。

睡眠障害
パーキンソン病の睡眠障害には、寝つきが悪い、何度も目が覚める、日中眠くてたまらないなどがあ
ります。睡眠障害の生活上の対処には、（1）夕食後は水分を控え目に、（2）日中は戸外でできるだけ動
く、（3）昼寝は30分程度にとどめる、などがあります。それでも改善がみられない場合には、主治医に
お薬の変更や追加をご相談ください8）。

痛み・しびれ
痛みやしびれが起きる理由には、パーキンソン病に関連する要因が隠れていることがあります。例え
ば、ドパミンの不足、姿勢の悪さ、筋肉のこわばり・運動不足、末梢神経障害などです。痛み、しびれ
への対処には、まず、パーキンソン病以外に原因はないかを確認した後、（1）パーキンソン病の治療を
強化する、（2）生活上の工夫をする、（3）鎮痛薬を使用するなどがあります8）。鎮痛薬は、主治医とご相
談のうえご使用ください。

運動症状をよくして動け
る体になれば、外出しや
すくなります。運動には抑
うつを改善する効果が期
待できます。体を動ける
状態にすると同時に、家
族もおぜん立てするなど
して、出かける場を作りま
しょう。

ドパミンの不足
脳内のドパミン量が不足すると、痛みやしび
れを強く感じやすくなる。そのため、ウェアリ
ング・オフのオフ時に症状が強まりやすい。

姿勢の悪さ
姿勢異常（前かがみ、首下がり、腰曲がり、
斜めに傾くなど）が原因で、腰や首、背中の
筋肉や骨、神経に負担がかかり、痛みが生
じやすくなる。

筋肉のこわばり、運動不足
運動症状として現れる筋肉のこわばりや、
治療薬が誘発する筋緊張異常（ジストニ
ア）も痛みを引き起こす。運動不足による血
流の悪化が筋肉のこわばりを強め、痛みの
原因になることも。

末梢神経障害
足のむくみ、同じ姿勢が続くことによる神
経の圧迫、合併する糖尿病などにより生じ
ることがある。パーキンソン病自体による
末梢神経障害も報告されている。


